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人のうこき（緊縛曇基）

人　　口　10，075人　（＋13）

男∴∴∴∴4，797　　（14）

女　　　　5．278　　（－1－9）

此常数　　2，726戸　（－15）

（）内は前月比
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、急がずあせらずみんなでな　く　そう交通事故、

年
頭
の
ご
挨
拶

遠
賀
町
長

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
ま
し
て
遊
資
町
の
総
合
計
涌
か
で

柴

　

田

　

貫

　

蔵

き
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
土
地
利
用
計

画
を
定
め
、
農
振
計
画
に
よ
る
蔑
用
地

区
域
と
都
市
計
画
用
途
地
域
の
設
定
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
財
政
規
模
に
お
き
ま
し
て
も

各
稲
公
共
事
業
の
進
捗
に
よ
り
大
き
く

伸
長
い
た
し
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
、
昨
年
後
半
か
ら
の
石
油
危

機
と
典
侍
物
価
高
の
な
か
で
、
国
民
生

活
滅
び
に
自
治
行
政
に
お
い
て
も
厳
し

い
年
に
な
り
そ
う
だ
と
覚
簡
い
た
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の
経
済
観
念
を

一
掃
し
、
対
処
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
旧
に
僻
し
て
ご
指
導
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

町
政
の
所
信
と
し
ま
し
て
は
、
ま
づ

昨
年
来
か
ら
巾
調
さ
れ
て
い
た
住
宅
幽

魂
の
造
成
工
頂
が
各
地
で
着
手
き
れ
、

様
相
も
逐
次
変
容
い
た
し
て
ま
い
り
ま

す
が
、
こ
う
し
た
都
市
化
現
象
と
併
行

し
て
都
市
行
政
の
悲
本
計
画
を
樹
立
す

る
た
め
計
画
街
路
・
公
関
・
上
下
水
道

な
ど
各
都
市
施
設
の
計
廟
策
定
を
行
い

謀
礎
を
定
塞
い
た
す
考
え
で
あ
り
ま

す。
ま
た
、
建
設
専
業
に
お
き
ま
し
て
は

町
道
幹
線
道
路
の
駆
鵬
並
び
に
舗
装
化

を
促
進
し
、
園
、
県
事
業
の
推
行
と
合

せ
て
交
通
体
系
を
整
え
、
福
祉
関
係
に

つ
い
て
は
、
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
「
老

人
憩
の
家
」
が
今
春
早
々
印
肉
別
府
の
会

議
彊
彊
一

と
存
じ
ま
す
。

還
付
を
受
け
る
た
め
の

申
告
は
早
め
に

若
松
税
務
署

ま
た
、
児
彊
公
閲
の
鮨
榊
や
乳
幼
児

の
医
躾
無
料
化
に
つ
い
て
も
是
非
こ
期

待
に
添
う
べ
く
努
力
を
い
た
し
た
い
と

存
じ
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
政
の
な
か
で
最
大
の
行

政
効
果
を
発
揮
す
る
た
め
職
員
の
資
質

の
向
上
を
は
か
り
、
広
域
行
政
に
よ
る

共
同
処
理
の
推
進
に
よ
る
コ
ス
ト
の
低

減
な
ど
、
今
後
こ
れ
ら
の
問
題
に
強
力

に
取
組
み
、
自
治
行
政
の
確
立
を
期
し

た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様

の
格
別
な
る
こ
協
力
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
に
か
え

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

遠
賀
町
議
長
　
高
　
崎
　
重
　
徳

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
　
　
こ
こ
に
細
か
し
い
昭
和
四
十
九
年
の

新
春
を
迎
え
、
皆
様
の
限
り
な
い
ご
繁

栄
を
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
ま
こ

と
に
こ
岡
庭
に
存
じ
ま
す
。

近
年
の
わ
が
国
の
経
済
生
長
は
、
め

ざ
ま
し
く
現
下
の
激
し
い
社
会
経
済
情

勢
の
変
動
の
な
か
で
、
国
際
的
地
位
も

醤
し
く
高
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
昨
年
の
下
半
期
よ
り
の
石
油

危
機
は
、
自
由
諸
岡
の
世
界
的
な
経
済

成
長
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
特
に

わ
が
国
の
経
済
の
影
部
は
一
段
と
綬
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

個
人
生
活
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
所

得
水
準
の
上
昇
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
都

市
化
や
醗
報
化
の
進
展
、
生
活
惹
誠
の

変
化
な
ど
の
大
き
な
変
ほ
う
を
と
げ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
他
面
に
お
い
で
は
、
日
精
の

生
活
に
身
近
か
な
各
髄
の
社
会
的
施
設

の
克
ち
連
れ
や
、
公
蔦
、
交
通
事
故
、

興
葡
な
物
価
清
な
ど
に
み
ら
れ
る
続
演

と
生
活
の
ひ
ず
み
が
、
ま
す
ま
す
拡
大

し
、
生
活
を
防
げ
る
随
喜
が
一
段
と
深

刻
化
し
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
町
政
に
参
画
す
る
者
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
純
忠
に
立

ら
本
年
は
一
昨
年
来
よ
り
策
定
し
た
総

合
副
面
の
捲
本
計
画
に
も
と
づ
き
、
繊

部
業
を
秋
極
的
に
推
進
し
、
住
み
よ
い

幸
せ
な
、
豊
か
な
町
づ
く
り
に
一
周
邁

進
せ
ね
ば
と
、
心
を
新
た
に
し
て
い
る

次
第
で
す
。

ど
う
か
皆
様
に
は
、
本
町
の
発
庇
の

た
め
に
旧
年
に
増
し
て
、
ご
指
導
ご
撤

鰹
を
駆
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
こ
触
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

肘
「
巳
髄

譜
結

露
羅
棚

「
議
し
、
そ
の
後
離
し
な
か
っ
た

）
∴
た
め
幻
未
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

音
、
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
災

）
　
吾
を
受
け
た
り
営
業
不
振
だ
っ
た
り

ー
し
て
所
得
が
薯
し
く
減
り
、
確
定
時

伯
の
必
攻
が
な
く
な
っ
た
人

○
　
く
わ
し
く
は
質
松
税
務
署
へ
⊂
和

談
く
だ
さ
い
。

電
話
∴
七
六
一
I
－
ゴ
ー
ノ
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、事故　ゼ　ロ　は　かけ　声よ　り　も　心がげ。

読
売
チ
サ
ン
C
・
C

「
静
光
園
」
を
招
待
／

ー
月
八
日
オ
ー
プ
ン
し
た
羅
・
売
手

サ
ン
カ
／
ト
リ
ー
ウ
ラ
イ
＜
遠
視
V
が

「
栂
か
地
元
の
人
の
た
め
に
」
と
同
町

の
老
人
ホ
ー
ム
　
「
鰍
覚
閲
」
－
／
小
曾
我

溝
太
郎
園
長
五
十
巳
人
）
の
お
年
篤
り

一
一
十
七
人
を
招
待
し
て
、
初
め
て
の
ゴ

ル
フ
に
楽
し
い
．
時
を
脳
－
」
し
て
も
ち

い
ま
し
た
。

参
加
し
た
お
年
諦
り
は
、
ハ
ト
∴
小
才

の
お
ば
あ
さ
ん
を
最
高
に
幸
助
年
令
L

I
五
才
。
小
田
我
園
長
と
L
人
の
発
母

さ
ん
ら
に
付
き
添
わ
れ
、
力
／
ト
リ
ー

ク

ラ

ブ

の

マ

イ

ロ

パ

ス

で

、

コ

ー

ス

を

巡
。
手
に
手
に
ク
ラ
ブ
を
琵
ち
、
ケ

ラ
ブ
複
葉
員
の
コ
ー
チ
で
打
ち
初
め
。

こ
の
あ
と
一
一
階
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
従

業
員
と
一
緒
に
モ
チ
つ
き
を
や
り
、
ぜ

ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
に
舌
つ
づ
み
壱
う

ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

た。

大
　
坪
∴
∴
沙

遠
賀
中
央
幼
稚
園
の
「
幼
児
交
通

安
全
ク
ラ
ブ
」
結
成
準
備
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た

幼
児
の
交
通
事
故
は
全
国
的
に
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
そ
の
事
故

防
止
が
大
き
な
繰
越
と
な
っ
て
お
り
ま

す。

遠
賀
中
火
幼
郡
関
で
は
闘
技
第
4
を

は
じ
め
各
先
生
方
、
父
兄
の
代
表
者
に

よ
り
熱
心
に
園
児
の
交
通
安
全
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
園
児

の
交
通
安
全
教
脊
体
制
を
確
立
し
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
福
間
県
幼
児
交
通
安

全
ク
ラ
ブ
指
詣
者
研
修
会
に
参
加
、
先

進
地
視
察
、
資
料
集
め
等
を
行
な
い
結

成
準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

先
月
2
0
日
に
は
同
樋
で
「
助
川
交
通
安

全
ク
ラ
ブ
」
統
成
準
傭
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
違
賞
中
火
功
利
旧
姓
・
小

杉
保
督
園
児
約
…
名
、
父
兄
・
関
係
者

約
4
0
名
が
参
加
し
、
補
間
螺
誓
察
木
部

安
全
数
脊
係
の
交
通
巡
視
員
の
方
が
交

通
安
全
教
育
の
手
本
を
小
さ
れ
ー
激
し
だ

が
、
そ
の
困
容
は
梯
子
や
タ
イ
ヤ
な
ど

身
近
な
器
具
を
利
用
し
た
ゲ
ー
ム
の
中

に
機
断
歩
道
の
渡
り
方
や
借
‥
霊
殿
の
見

か
た
等
の
交
通
規
則
を
織
り
込
ん

だ
、
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い
も
の
で

した。幼
稚
園
・
保
育
所
は
、
多
人
数
の

幼
児
を
受
け
入
れ
、
坐
活
や
遊
び
を

通
じ
て
、
社
会
生
活
に
必
要
な
き
ま

り
が
身
に
つ
く
よ
う
に
教
脊
す
る
役

割
を
も
っ
て
い
ま
す
。
交
通
の
き
ま

り
の
よ
う
に
一
定
の
無
刷
の
相
互
信

頼
の
、
う
え
に
さ
さ
え
ら
れ
て
成
立
－
し

て
い
ろ
も
の
に
つ
い
て
の
教
育
を
、

集
団
牡
沼
の
場
で
計
画
的
、
組
織
的

か
つ
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
に

「
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
」
を
緯
成

し
、
母
親
く
る
み
の
交
通
安
全
教
育

を
行
な
う
こ
と
は
き
わ
め
で
有
効
で

あ
り
、
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
も
こ
の
結
成

準
舗
会
の
成
功
を
悲
礎
に
す
ぼ
ら
し

い
「
幼
児
交
通
安
全
ク
ラ
ブ
」
が
約

成
さ
れ
る
こ
と
を
希
期
し
い
た
し
ま

す。

成
人
式
の
記
念
品

に
つ
い
て

一
月
十
五
日
の
成
人
式
に
大
凧

さ
れ
た
万
の
記
念
品
を
教
需
委
員

で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
お
受
け
取

り
下
さ
い
。

尚
、
整
頚
の
都
合
が
あ
り
ま
す

の
で
一
月
一
二
十
一
日
ま
で
と
い
た

し
ま
す
。
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お
　
は
　
よ
　
う

走

ろ

う

会

を

結

成

①
石
松
幹
規
（
遠
賀
川
）
1
2
分
4
7
秒

去
る
十
二
月
十
六
日
一
一
五
人
の
参

加
を
待
て
第
二
回
町
民
走
ろ
う
大
会
が

開
碓
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
毎
自
継
続
し
て
走
り

各
人
の
体
力
を
襲
い
、
樋
蚊
で
明
る
い

町
づ
く
り
、
家
庭
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
、
「
お
は
よ
う
走
ろ
う
会
」
が
細
成

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
日
二
キ
ロ
づ
つ
走
り
九
州

地
図
に
臼
分
の
走
破
し
た
胱
蛾
を
記
入

し
て
九
州
一
周
を
目
標
に
体
力
づ
く
り

を
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
会
は
五
日
キ
ロ
に
遷
し
た
と
き

に
五
百
キ
ロ
達
成
証
と
パ
ッ
チ
、
九
州

一
周
の
一
、
二
二
〇
キ
ロ
に
逝
し
た
と

き
に
、
九
州
一
周
達
成
表
彰
と
パ
ッ
チ

を
そ
れ
ぞ
れ
援
与
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
会
に
入
会
を
希
望
す
る
人

は
語
録
用
紙
が
教
脊
委
員
会
に
準
備
し

て
お
り
ま
す
。
多
数
の
喧
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
回
町
民
走
ろ
う
大
公
の
戊
親
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
小
学
低
幸
雄
・
3
キ
ロ

③
諌
田
　
太
（
遠
賀
川
）

⑧
神
谷
政
晴
（
今
古
賀
）

◎
小
学
4
年
・
3
キ
ロ

①
中
鴇
　
仲
（
出
生
離
）

①
吉
浦
祐
司
（
鬼
津
）

③
河
原
素
人
（
別
府
）

◎
小
学
5
年
・
3
キ
ロ

①
白
石
和
閥
（
浅
木
）

②
原
田
∴
絨
（
諸
員
）

⑤
村
上
英
毅
（
老
良
）

◎
小
学
6
年
・
3
キ
ロ

①
河
野
裕
二
　
（
広
渡
）

②
溝
田
痩
地
（
尾
崎
）

⑤
水
滴
砥
粉
（
新
町
）

◎
中
学
生
・
3
キ
ロ

①
頗
田
浦
生
（
老
良
）

1
3
分
認
秒

1
3
分
4
1
秒

1
2
分
綿
秒

1
2
分
5
3
秒

1
2
分
5
7
秒

1
2
分
3
8
秒

1
2
分
4
1
秒

1
3
分
1
7
秒

1
2
分
Ⅱ
秒

1
2
分
1
6
秒

1
2
分
1
8
分

1
0
分
5
6
秒

②
小
俣
　
修

（
出
生
津
）
Ⅱ
分
0
7
秒

④
師
欄
貞
五

（
今
古
費
）
Ⅱ
分
2
0
秒

◎
3
0
才
の
湘
・
3
キ
ロ

①
立
石
英
雌

（
遠
費
用
）
1
2
分
0
7
秒

◎
4
0
才
の
郊
・
3
キ
ロ

①
薬
∴
虎
男

（
兜
津
）
　
1
3
分
1
2
秒

②
中
本
∴
迎

（
旧
停
）
　
1
4
分
4
3
秒

⑧
甲
山
誠
児

（
速
費
用
）
1
7
分
3
4
秒

◎
5
0
才
以
上
の
部
・3

キ

ロ

①
松
尾
敏
感

（
鬼
津
）
　
1
3
分
4
3
秒

④
吉
野
　
芙

（
虫
牛
津
）
1
6
分
怨
秒

◎
マ
マ
さ
ん
の
部
・
3
キ
ロ

①
町
頭
紀
代
子
（
尾
崎
）
1
6
分
5
7
秒

◎
高
校
の
部
・
6
キ
ロ

①
鎖
　
次
男
（
虫
生
津
）
2
2
分
1
2
秒

◎
詩
年
の
郵
・
6
キ
ロ

①
石
橋
健
次
（
虫
生
温
）
2
2
分
1
2
秒

◎
町
外
の
部
・
6
キ
ロ

①
黒
川
新
司
（
水
巻
町
）
1
9
分
0
7
秒

◎
低
学
年
（
女
子
）

①
太
田
ア
キ
（
鬼
津
）
　
1
4
分
3
6
秒

◎
小
学
4
年

①
用
原
田
千
秋
（
浅
木
）
1
5
分
1
0
秒

◎
小
学
5
年

①
山
之
内
克
美
（
新
町
）
1
4
分
5
5
秒

◎
小
学
6
年

①
柴
田
七
恵
（
松
ノ
木
）
1
5
分
0
7
秒

（
特
別
参
加
）
・
幼
稚
園

太
田
往
事
（
5
才
・
鬼
郎
）
1
8
分
0
0
秒

勤
労
青
年

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

結
成
に
つ
い
て

か
ね
て
よ
り
計
画
し
て
お
り
ま
し
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
練
成
す
る
は

こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
バ
レ
ー
∴
ホ
ー
ル

を
通
じ
て
相
互
の
親
睦
な
ら
び
に
技
術

の
向
上
・
健
康
の
増
進
を
目
的
と
し
た

楽
し
い
ク
ラ
ブ
を
つ
く
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
初
心
者
も
多
数
申
込
ん
で
卜
さ

い。一
、
資
格
　
町
内
在
住
者
お
よ
び
町
四

部
楽
所
に
勤
務
す
る
者
。
（
男
女
を

問
わ
ず
）
た
だ
し
三
十
才
米
瀞
と
す

る。
二
、
実
施
日
　
毎
週
火
轍
口
　
午
後
五

時
三
十
分
か
ら
七
時
ま
で

三
、
会
場
∴
遠
賀
中
学
校
体
食
餌

四
、
会
資
∴
毎
月
　
三
百
円

五
、
募
妹
人
員
　
三
十
五
名
（
内
男
擁

二
十
三
名
、
女
性
十
二
名
）

六
、
申
込
期
限
　
定
員
に
な
り
し
だ
い

し
め
切
り
ま
す
。

七
、
帥
込
先
　
述
質
町
役
場
教
育
委
員

会
ま
た
は
、
遠
賀
町
馬
油
矢
野
幸
男

（
T
E
L
　
ニ
ー
〇
二
六
一
）
ま
で

氏
名
・
年
令
・
住
所
・
勤
露
光
を
添

え
て
申
込
ん
で
下
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
未
納

者
へ
お
知
ら
せ

保
険
料
は
、
一
句
開
精
細
す
れ
ば
時

効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
将
来
住
金
樅
に
結

び
つ
か
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
今
回
の

法
律
の
改
正
に
よ
り
、
特
別
に
被
保
険

者
が
螺
知
部
に
申
し
出
て
、
昭
和
四
八

年
四
月
一
日
前
の
、
そ
の
者
の
被
保
険

者
期
間
に
つ
い
て
、
一
月
に
九
〇
〇
円

を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
納
付
荻
誠
は
右
記
の
と
お

り
で
つ
。

紀

一
、
納
期
間
　
昭
和
四
九
年
一
日
一
日

か
ら
咽
和
五
〇
月
一
、
月
三
一
日

ま
で

一
、
納
付
場
所
　
郵
便
周

一
、
納
付
楽
。
役
吻
厚
生
課
衛
祉
係
で

作
成
し
ま
す
。
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一
月
一
五
日
は
、
成
人
の
日
で
す
。

こ
の
日
は
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
し
、
み
ず
か
ら
生
き
抜
こ
う
と
す

る
腎
年
を
祝
い
は
げ
ま
す
臼
」
と
し
て

全
国
各
地
で
成
人
式
が
鵬
大
に
催
さ

れ
ま
す
。
二
〇
才
に
な
る
と
、
そ
の
日

か
ら
成
人
と
し
て
多
く
の
樅
利
が
与
え

ら
れ
、
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ

で
す
。
国
民
年
金
制
度
は
、
政
府
の
行

な
う
年
金
制
皮
の
ひ
と
つ
で
、
年
を
と

っ
た
り
、
け
が
し
た
り
、
一
家
の
働
き

手
が
死
亡
し
た
り
し
た
と
き
に
、
老
㈱

年
金
、
陣
営
年
金
、
母
子
年
金
等
を
支

給
し
て
本
人
や
そ
の
家
族
の
生
活
を
保

障
す
る
た
め
に
、
加
入
者
全
員
が
協
力

し
あ
っ
て
保
険
料
を
積
み
だ
て
、
さ
ら

に
国
も
国
廟
か
ら
負
担
を
行
な
っ
て
い

ろ
も
の
で
す
。

わ
が
国
で
は
、
国
民
は
必
ず
何
か
の

年
金
制
皮
に
加
入
す
る
建
前
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
厚
生
年
金
保

険
な
ど
の
被
用
者
年
金
制
鹿
の
加
入
者

で
、
そ
の
制
度
か
ら
年
金
を
う
げ
ろ
こ

と
が
で
き
る
人
、
こ
れ
ら
の
人
の
配
偶

者
、
昼
間
部
の
大
学
生
を
除
い
て
二
〇

才
か
ら
五
九
才
ま
で
の
人
達
は
、
必
ず

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せん。と
こ
ろ
で
、
二
〇
才
に
な
っ
た
ば
か

り
の
若
い
人
達
の
中
に
は
、
年
金
に
対

す
る
慈
誠
が
薄
く
、
年
金
と
い
っ
て

も
、
実
際
に
も
ら
え
る
の
は
遠
い
将
来

の
こ
と
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
其
剣
に
年

金
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し
な
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
が
、
今
は
元
気
で
働
い
て

い
て
も
、
や
が
て
は
年
を
と
っ
て
働
け

な
く
な
る
と
き
が
や
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
に
生
活
環
塊
が
改
醤
さ
れ
、
医

滋
技
術
が
進
捗
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

国
民
の
平
均
幕
命
が
驚
く
ほ
ど
伸
び
て

い
る
の
で
、
今
か
ら
老
後
の
生
活
を
考

え
て
準
傭
し
て
お
か
な
く
て
は
な
り
ま

せん。ま
た
、
将
来
の
老
齢
年
金
の
た
め
ば

か
り
で
な
く
、
最
近
は
交
通
塙
故
に
よ

る
障
害
が
非
樺
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
郵
政
に

あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
郵
政
が
起

き
て
か
ら
で
は
脚
に
あ
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
も
、
加
入
し
て

お
れ
ば
障
害
年
金
を
う
げ
ろ
こ
と
に
よ

っ
て
、
安
定
し
た
生
活
が
で
き
ま
す
の

で
、
必
ず
し
も
遠
い
将
来
の
問
題
と
ば

か
り
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
ま
た
、
あ
な
た
方
が
国
民

年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
負
担
す
る
こ

と
は
、
今
の
ご
老
人
遠
の
生
活
を
支
え

る
こ
と
に
頂
接
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

す。

二
〇
才
に
な
っ
て
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
今
す
ぐ

役
物
厚
生
惣
福
祉
係
で
加
入
手
続
き
を

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
昼
間
部
の
大
学
坐
で
も
二
〇

才
以
上
で
あ
れ
ば
希
望
し
て
加
入
が
で

き
ま
す
か
ら
、
こ
の
機
会
に
加
入
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
個

人
納
付
書
へ
お
知
ら
せ

個
人
で
保
険
料
を
納
め
ら
れ
て
い
る

方
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
の
第
四
期
分

の
金
額
を
令
出
に
記
入
し
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
第
四
期
分
を
納
め
ら
れ
る
時

に
、
役
場
厚
生
課
福
祉
係
に
提
出
し
て

金
額
を
記
入
の
上
納
め
ら
れ
る
よ
う
に

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

食
品
衛
生
責
任
者
講
習
会

の
開
催
に
つ
い
て

こ
の
痩
食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
左

記
に
あ
げ
る
営
業
施
設
を
有
す
る
場
合

は
、
食
品
衛
生
費
任
者
を
設
檀
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
つ
い
て

は
講
習
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
関
係
者
は
必
ず
受
講
し
て
下

さい。な
お
昨
年
秋
の
謙
闇
会
に
出
席
さ
れ

た
人
は
午
後
か
ら
受
離
し
て
下
さ
い
。

諮

一
、
日
時
一
月
三
一
日
　
1
0
時
か
ら

二
、
場
所
　
遠
賀
町
役
場

第
二
会
懸
垂

二
、
テ
キ
ス
ト
及
び
灘
任
老
衰
札
代
と

し
て
一
、
五
〇
〇
円
持
参
し
て
下
き

い。尿
浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）

設
置
者
講
習
会
に
つ
い
て

近
年
、
し
接
浄
化
棚
の
著
し
い
塊
加

と
相
ま
っ
て
放
流
水
筆
に
よ
る
環
蝿
汚

染
が
大
き
な
関
越
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
町
に
お
け
る
し
尿
浄
化
欄
は
今

後
も
ま
す
ま
す
増
加
す
る
兄
と
お
し
で

あ
り
、
環
魂
保
全
上
適
切
な
維
持
節
理

が
要
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
い
て
は

現
在
し
尿
浄
化
槽
を
鼓
笛
し
て
い
ろ

人
、
こ
れ
か
ら
殺
超
し
よ
う
と
す
る
人

を
対
象
に
左
記
の
と
お
り
離
習
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
受
離
き
れ

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

」〇

一
、
目
時
一
月
二
四
日
　
1
3
時
5
0
分

二
、
場
所
　
遠
賀
町
役
場

第
二
会
議
杢

「
通
勤
災
害
」
も
労
災

保
険
の
給
付
対
象
に

ご
承
知
の
よ
う
に
従
来
労
働
者
の

「
業
務
上
の
災
藷
」
の
み
が
労
災
保
険

の
給
付
対
象
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
1
2
月
1
日
か
ら
は
、
労
働
者
災
薯

補
償
保
険
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
労

働
者
の
「
通
勤
災
嘗
」
も
「
業
務
上
の

災
雷
」
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
薮
養
、

休
業
、
臨
書
、
遺
族
篭
の
各
給
付
が
な

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

な
お
「
通
勤
の
鱒
幽
」
　
「
給
付
の
手

続
」
簿
に
つ
い
て
の
細
部
の
照
会
は
、

八
幡
労
働
塞
準
監
督
薯
労
災
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

偶
語
　
6
7
1
・
6
1
3
6

地
域
最
低
賃
金

千
三
〇
〇
円
に
決
る

来
る
二
月
一
日
よ
り
福
岡
県
卜
の
押

葉
助
で
使
用
さ
れ
る
労
働
省
の
最
低
賃

金
が
次
の
よ
う
に
決
定
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
郎
薬
錫
で
あ

っ
て
も
使
用
者
は
こ
の
最
低
賃
金
額
以

下
で
労
働
者
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る

勘
合
は
八
幡
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
照

会
く
だ
さ
い
。

1
　
一
口
　
千
三
〇
〇
川

矩
時
間
労
働
者
（
所
定
労
働
時
間
に

此
し
）
に
つ
い
て
は

一
時
間
　
〓
ハ
二
円
五
〇
鍼

2
　
雇
入
れ
後
一
年
末
減
の
技
能
修
得

巾
の
者
に
つ
い
て
は

一
日
　
　
千
二
〇
〇
四

一
時
間
　
一
五
〇
円
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毎月1日・20日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

－
今
月
の
税
金

町
　
県
　
民
　
税
　
第
四
期
分

納
期
限
　
一
月
一
一
十
五
日
ま
で

国
民
健
康
保
険
税
　
第
四
期
分

納
期
限
　
一
月
三
十
一
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う
　
ー

児
童
手
当
の
支
給
範
囲

の
拡
大
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
は
、
児
童
手
当
が
昭
和
三

十
八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

を
対
象
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四

十
九
年
四
月
一
日
よ
り
次
の
よ
う
に
改

正
さ
れ
ま
す
。紀

○
児
垂
の
要
件

昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
現
在
十
八

才
未
満
の
児
通
が
三
人
以
上
あ
り
、

内
一
人
以
上
が
、
義
務
教
育
終
了
前

の
児
護
で
あ
る
こ
と
。

○
所
得
要
件

児
連
の
養
育
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
で
あ
る
こ
と
。

右
の
要
件
に
該
当
す
る
世
韓
に
は
、

一
番
下
の
児
翼
が
践
務
教
育
終
了
迄
、

又
は
十
八
才
未
満
児
が
三
人
以
上
い
な

く
な
っ
た
時
迄
、
三
人
目
の
児
童
一
人

に
つ
い
て
月
額
三
千
円
の
児
講
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
改
正
に
よ
る
手
当
は
、
昭
和
四

十
九
年
四
月
分
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
、
該
当
者
の
方
は
三
月
中
旬
遙
に
誰

求
手
続
を
行
っ
て
下
さ
い
。
又
、
現
在

児
菰
手
当
を
受
け
て
い
ろ
世
稀
で
、
算

定
基
礎
児
進
数
が
法
律
改
正
に
よ
り
増

加
す
る
世
辞
は
、
改
定
請
求
を
行
っ
て

下
さ
い
。
も
し
改
定
話
求
を
行
わ
な
い

時
は
、
児
琵
手
当
の
増
額
支
給
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
手
続
場
所

役
場
厚
生
課
福
祉
係
に
イ
ン
カ
ン
と

在
学
証
明
暫
持
参
の
上
手
続
を
行
っ
て

下
さ
い
。
（
勤
務
者
の
方
は
、
厚
生
年

金
謹
啓
が
必
要
で
す
）

尚
、
公
務
員
、
三
公
社
等
は
、
そ
の

荘
楽
所
に
て
手
離
し
て
下
さ
い
。

新
入
学
児
蜜
の
デ
フ
テ
リ
ア
予
防

接
種
の
実
施
に
つ
い
て

今
年
四
月
、
一
年
生
に
入
学
の
児
連

の
ヂ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
を
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

1
出
門
校
区
は
鶴
間
小
学
校
経
堂

二
月
四
日
　
　
1
4
時
か
ら
1
5
時

2
渋
木
校
区
は
浅
水
小
学
校
謡
堂

二
月
七
日
　
　
1
4
時
か
ら
1
5
時

昭
和
4
9
年
自
治
医
科
大
学

入
学
者
募
集
案
内

自
治
蝮
科
大
学
は
、
へ
ぎ
地
病
院
等

に
勤
務
す
る
暖
的
素
養
成
す
ろ
た
め
、

都
道
府
県
が
共
同
し
て
設
証
し
た
医
科

大
学
で
す
。

1
　
出
願
資
格
諸

所
我
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び
今
春

卒
業
見
込
み
の
者

2
　
出
願
部
類
の
提
餌
期
間

l
月
幾
日
か
ら
2
月
6
日
ま
で

3
　
詳
し
い
お
粗
ね
は

福
岡
県
衛
生
部
医
務
課

博
多
区
下
川
端
町
西
銀
博
多
ビ
ル
肉

情

頴

0

9

2

・

7

8

1

・

1

1

1

1

回
立
門
司
海
員
学
校

生
徒
募
集
案
内

1
　
募
集
学
科

調
等
科
　
修
業
年
限
2
年

本
科
副
ち
ゅ
う
科

2
　
受
験
資
格

中
学
卒
業
以
上
の
者
で
本
年
4
月
1

日
現
在
1
5
才
以
上
1
9
才
未
満
の
召

3
　
願
出
受
付
期
間

1
月
8
日
か
ら
2
月
1
6
日
ま
で

4
－
∴
お
問
合
せ
は

北
九
州
串
門
司
区
白
野
江

門
司
海
員
学
校
教
務
課

概
評
　
3
4
1
・
8
1
3
1

北
九
州
工
業
高
等
専
門

学
校
の
学
生
募
集
案
内

1
　
募
集
学
科
（
修
学
年
限
5
年
）

機
械
・
範
気
・
化
学
の
各
工
学
科

2
　
出
願
資
格

巾
学
校
卒
業
者
及
び
軍
楽
見
込
み
者

3
　
願
番
受
付
期
間

2
月
1
日
か
ら
2
月
9
日
ま
で

4
∴
油
紙
手
続

入
学
志
願
者
は
出
身
中
学
佼
技
を
経

て
必
要
誰
類
を
北
九
州
工
業
高
等
専

門
学
校
（
小
倉
区
大
字
志
井
一
四
〇

番
地
）
学
生
課
教
務
係
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

他

掘

　

9

2

1

・

5

8

3

1

北
九
州
市
交
通
局
の

バ
ス
ガ
イ
ド
募
集

1
　
資
格
　
　
湖
2
4
才
未
納
の
女
牲

2
　
募
集
期
間
　
い
つ
で
も
北
九
州
苗

交
通
局
で
受
付
け
ま
す
。

3
　
給
与
　
月
額
（
基
本
給
）
五
六
、

六
二
〇
円
（
1
8
才
）
そ
の
他
手
当
が

あ
り
ま
す
。

4
　
聞
合
せ
光

北
九
州
砧
交
通
局
総
務
課

結
語
　
7
9
1
・
0
0
3
6

1
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－
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－
一
・
・
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…
今
月
の
心
配
ご
と
相
餓
…

…
日
の
お
知
ら
せ

「
．
～
．
。
．
．
”
●
t
〝
．
；
〟
．
．
〝
．
…
－
t
”
″
l
i
，
，
i
－
，
〝
，
，
，
，
i
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●
●
，
，
t
●
h

一
、
日
時
、
現
所

1
月
2
3
円
（
水
）
1
3
時
～
1
6
時

町
公
民
館
広
間

こ
の
心
配
こ
と
相
談
所
は
毎
月
鵬
殺

し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

気
軽
に
ご
相
殺
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

昭
和
伯
年
度
福
岡
県
高

等
営
農
技
術
研
修
生
の

募
集
に
つ
い
て

1
　
研
修
目
的

こ
れ
は
、
高
等
学
校
卒
業
者
を
主
た

る
対
象
に
高
度
な
投
薬
経
営
及
び
蒔

田
的
な
農
業
技
術
を
研
修
し
、
優
秀

な
農
薬
後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

2
　
受
付
期
間

1
月
2
1
日
か
ら
2
月
n
日
ま
で

3
　
聞
合
せ
先

諦
し
い
こ
と
は
役
場
離
葉
課
振
興
係

へ
お
諦
ね
く
だ
さ
い
。

1
－
－
－
－
i
－
－
丁
－
－
1
－
－
・
i
I

寄
　
付
　
お
　
礼

次
の
方
か
ら
刑
社
会
硝
祉
協
議
会
に

⊂
番
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
画
し
工
げ
ま
す
。

「
一
般
寄
付
と
し
て
金
一
封

遠
賀
町
建
設
業
組
合
殿

二
、
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封

叔
　
柴
田
次
作
嫌

広
渡
　
　
集
団
性
二
股

ま
た
、
去
る
日
月
Ⅱ
日
進
鎖
川
で
発

生
し
た
火
災
見
舞
と
し
て
、
金
光
教
虫

色
津
宿
従
会
の
万
々
か
ら
薄
災
者
（
五

世
常
）
に
対
し
て
、
金
一
封
と
表
郷
丁

数
点
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
」
げ
ま
す
。


